
「one word = one meaning®」（一語・一義／一義・一語）の原則はどのような分野でど

のようなインパクトを与えているか  

片岡英樹氏の「one word = one meaning®」（一語・一義／一義・一語）の原則は、主

に技術コミュニケーションとビジネスコミュニケーションの分野に大きなインパクトを与

えています。 

適用分野 

この原則は、特に正確性と明確性が求められる以下の分野で活用されています。 

1. テクニカル・ライティング（技術文書作成）： 

o 取扱説明書、製品仕様書、設計書、マニュアル、技術報告書など。技

術的な内容では、用語の曖昧さが製品の誤使用や重大なミスの原因

となり得るため、この原則が不可欠です。 

2. ビジネス・ライティング： 

o 契約書、提案書、社内報告書、企画書、メール、広報資料など。誤解を

避けた円滑で効率的な業務遂行のために適用されます。 

3. 教育・トレーニング： 

o 企業内の文章作成研修や、大学での技術英語・ライティング指導な

ど。 

与えるインパクト 

この原則を実践することで、文書の品質とコミュニケーション効率が大幅に向上し、特

に以下の点で大きな影響を与えています。 

1. 誤解の防止と明確性の向上 

• 混乱の排除: 一つの用語が文書内で常に同じ意味を持つため、読み手が「こ

の単語はここでは何を意味するのか？」と立ち止まって考える必要がなくなり

ます。 
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• 正確性の確保: 特に技術文書や契約書において、用語の多義性による解釈

のブレをなくし、正確な情報伝達を保証します。これにより、誤った操作や判断

によるリスクを低減します。 

2. コミュニケーション効率の改善 

• 読解スピードの向上: 文書が一貫した語彙で書かれているため、読み手はよ

り迅速に内容を理解できます。 

• ライティング時間の短縮: 書き手は「どの類語を使おうか」と悩む必要がなくな

り、用語の選定にかける時間を短縮できます。 

• 翻訳コストの削減: 原文の用語が一貫しているため、機械翻訳や人間の翻訳

者による翻訳作業が容易になり、品質が安定し、コスト削減につながります。 

3. グローバルコミュニケーションへの貢献 

• 国際的な一貫性: 日本語と英語の両方で適用できる「書くレトリック」の一部と

して、この原則はグローバルな環境での情報共有を支援します。特に、外国

人が日本の技術文書を理解する際の障壁を低くします。 

4. 文書品質の体系化 

• 標準化: この原則は、企業や組織内で使用する用語の標準化（ターミノロジ

ー・マネジメント）の基盤となり、組織全体の文書品質を均一に保ち、文書作成

の指導・教育の基盤としても機能します。 

 

要するに、この片岡英樹氏の「one word = one meaning®」（一語・一義／一義・一語）

の原則は「曖昧さを排除し、誰もが同じ意味で理解できる、効率的で正確な文書」を

作成するための強力な土台となっています。 

 

注）ONE WORD=ONE MEANING®（登録第 5249921 号）（一語・一義/一義・一語）は片岡英樹氏の登録

商標です。 
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片岡英樹氏の「one word = one meaning®」は「one word/one meaning」、

「one word, one meaning」と何が違うか 

片岡英樹氏の「ONE WORD = ONE MEANING®」は、単なるスローガンではなく、厳密

に定義された原則でかつ登録商標です。これと「one word/one meaning」や「one 

word, one meaning」との違いを整理すると次のようになります。 

1. 「ONE WORD = ONE MEANING®」の特徴 

• 公式原則・登録商標：片岡氏が提唱し、商標登録された原則。書籍やセミナー

資料でも必ず「=」で表記されます。 

• 双方向の同値関係：「=」は数学的な同値を示し、 

o 同じ語は常に同じ意味で使う 

o 同じ意味には常に同じ語を使う という一対一対応を厳格に求めます。 

• 実務効果：技術文書や翻訳での用語揺れを排除し、精度・効率・論理構造の

明確化を実現します。 

2. 「one word/one meaning」の特徴 

• 非公式の略式表記：スラッシュ「/」は「または」「といった」並列を示すことが多

く、同値を保証しません。 

• 曖昧さ：「一語につき一義」という片方向的な理解に留まりやすく、 

o 同じ意味に複数の語を割り当てる 

o 同じ語に複数の意味を持たせる といった誤解を招く可能性がありま

す。 

• 公式文献では使用されない：片岡氏自身の著作・セミナー資料では「/」表記

は見られず、誤用や略記に近い扱いです。 
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3. 「one word, one meaning」の特徴 

• スローガン的表現：カンマ区切りは「一語、一義」と並列的に述べるだけで、論

理的な拘束力は弱い。 

• 厳密性の欠如：「=」のように双方向の一対一対応を明示せず、キャッチコピー

的に響くが実務ルールとしては不十分。 

4. 実務上の違い 

表記 位置づけ 含意 実務効果 

one word = one 

meaning® 

正式原則・登録

商標 

語⇄義の双方向

同値 

用語統制・翻訳効率・論理

明確化 

one word/one 

meaning 
非公式略式 

並列・片方向的

解釈 

誤解や用語揺れを招きや

すい 

one word, one 

meaning 

スローガン的表

現 
並列的強調 

キャッチコピー的で拘束力

弱い 

まとめ 

• 「=」は片岡氏の公式原則であり、双方向の厳密な一対一対応を意味する。 

• 「/」や「,」は非公式な略式・スローガンであり、公式文書や教育資料では使わ

ないのが適切です。 

• 実務での用語統制や翻訳効率を考えるなら、必ず「ONE WORD = ONE 

MEANING®」を用いるべきです。 

「正確なフレームワーク」を重視される方にとっては、「/」や「,」は誤解を生む表記と理

解しておくのが安全です。 
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